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 實驗 的肝臟 「ヂス トマ」病家 兎腎臟 ニ於 ケル

     病理組織學的所見 ニ就 テ

岡山醫科大學 法醫 學教室

上 野 博

[昭 和8年7月31日 受 稿]

        Aus dem gerichtsarztlichen Institut der Okayama Med. Fakultat.

 Uber pathologisch-histologische Veranderungen der Kaninchenniere

          bei experimenteller Clonorchiasis sinensis.

                          Von

                      Hiroshi Uyeno.

                  Eingegangen am 31. Juli 1933.

   Was die Clonorchiasis sinensis betrifft, so beschaftigten sich zwar schon zahlreiche

Uutersuchungen mit der pathologisch-histologischen Veranderung der Leber, der Milz,

und des Pankreas etc, aber es scheint mir, dass eine besondere Angabe uber die Nieren-

veranderung noch fehlt. Daher hat Verfasser experimentell eine eigene Untersuchung

uber die Veranderung der Nierengewebe angestellt. Die wichtigsten Resultate derselben

beim Kaninchen sind folgende:

    1) An den Epithelzellen der gewundenen Harnkanalchen, besonders im Bereich des
Hauptstuckes, wurde im spateren Stadium der Krankheit die Trubeschwellung nach-

gewiesen; und zwar beschrankt sich bei sehr akuten Fallen die Veranderung ungefahr
auf die Schwellung des Epithels, aber bei chronischen Fallen gesellt sich eine deutliche

kornige Degeneration der Protoplasmen hinzu.

    2) Was die Ursache der oben erwahnten Epithelveranderungen anbetrifft, so sind
sowohl die in das Blut ubergegangenen Stoffwechselprodukte der Parasiten als auch

die durch pathologische Veranderungen der Leber der kranken Tiere selbst gebildeten,

mehr oder weniger giftigen intermediaren Stoffwechselprodukte hervorzuheben.

                  (Autoreferat.)
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緒 言

 箆 形 二 口蟲Clonorchis sinensisノ 寄 生 ニ

因ル所謂肝臟 「ヂス トマ」病 ノ本態 ニ就 テハ,

已 ニ大半,殆 ド闡明 シ盡サ レ,今 日或 ハ之 ニ

關 シ贅言 ヲ要 セズ ト云 ヒ得ベ シ.就 中,本 病

ノ病理解剖學的方面 ハ,夙 ニ桂田氏其 ノ他ノ

人 々ガ研究 シ盡 シタル所 ニ シテ,而 モ其 ノ業

績 ハ殆 ド決定 的ナルガ如 シ.即 チ,茲ニ 箆形

二 口蟲病ニ於ケル病理解剖學的變 化 ノ概略 ヲ

想起 セ ン.

 一般 ニ箆形二 口蟲 ハ人,猫,犬 等ノ哺乳動

物 ヲ終結宿主 トシテ寄生 シ,能 ク其ノ生活 ニ

適合 シ,久 シキニ亙 リ寄生生活ヲ螢ムモノニ

シテ,桂 田氏1)等 ニ據 レバ,該 蟲 ハ肝臟 特 ニ

其 ノ膽汁輸 出道 ヲ主要 ナル寄生部位 トシ,時

ニ ヨリテハ膵臟 就 中其ノ排泄管ニモ寄生 シ,

又,稀 ニハ十二指腸,空 腸上部,胃 等 ニモ發

見 サルル コトア リト云 フ.サ レバ,主 要ナル

病理解剖學的變 化ハ固 ヨリ膽汁輸出道乃至肝

ニ 於 ケルモノニ シテ,最 モ屡 々見 ラルル初發

的變化ハ輸 膽管,肝 管及 ビ細膽管ノ擴張竝ニ

肥厚ナ リ.之 等膽管ノ變化 ハ組織 學的ニハ通

常,繊 維樣 結締組織 ノ増殖 ニ由來セル増厚 ヲ

示 シ,其 ノ壁 ニハ多少ノ小細胞性浸潤 ヲ認メ,

増殖 セル結締織 ハ上記増厚膽管 ノ周圍 ノミナ

ラズ,屡 々小葉間ニモ波及 シ,膽 管粘膜 モ亦

増殖肥厚 シ,甚 シキ場合 ニハ腺腫樣 ノ増殖 ヲ

示 シ,該 蟲 ガ膽汁輸出道内ニ多数寄生 セル場

合 ニハ,爲 メニ,往 々,總 輸 膽管又ハ膽嚢 管

ノ閉塞若クハ狹 窄 ヲ由來 シ,從 ッテ,膽 嚢 ハ

擴張 シ膽嚢水腫 ノ状 ヲ呈スルコ トアリ,或 ハ

又 ハ膽汁輸出道殊 ニ膽嚢 内ニ膽石 ヲ形成セル

モノヲ見ルコ トアリ,之 等膽石 ノ成立 ニ向 ヒ

テモ該蟲 ノ寄生 ハ,直 接或 ハ少クモ間接 ニハ

多少 ノ關係 ヲ認 メザル可カラザルガ如 シ ト謂

ヘ リ.

 肝臟 ノ變化ハ間質竝 ニ實質 ニ於ケルモノニ

シテ,先 ヅ前者 ハ大體,寄 生蟲體数 ノ多寡 ニ

ヨリテ差異 ア リ,其 ノ多カラザル場合 ニハ,

前 記 ノ如 ク膽管ノ擴張及 ビ管壁 ノ肥厚 ヲ來 ス

ニ止マル カ,或 ハ之 ニ小葉間組織 ニ於 ケル輕

度 ノ炎性浸潤及 ビ結締組織 ノ新生 ヲ伴 フニ過

ギザルモ,甚 シク多数 ナル時 ニハ高度 ノ間質

性肝炎 ヲ發 シ,小 葉間組織 ニ著 明ナル炎性浸

潤及 ビ結締織増殖 ヲ來 スコ ト多 シ.後 者即 チ

肝實質 ノ變化 ハ,一 般 ニ高度ナル肝細胞 ノ萎

縮ニ シテ,細 胞内ニ色索顆粒 ノ含有,實 質 ノ

瀰漫性膽汁色素浸潤,肝 細胞 ノ脂肪浸潤,脂

肪變性等 モ屡 々認 メラ レ,又,往 々小葉 ノ一

定数 ハ廣 ク,大 小 ノ脂肪滴 ヨリ成立 セル如 キ

觀 ヲ呈スル コ トア リ,甚 シキ場合 ニハ,肝 細

胞 ハ全 ク壤死ニ陷 リ,染 色 セズシテ細顆粒状

ヲ呈 シ,或 ハ全然煙滅 シテ,肝 細胞 ノ痕跡サ

ヘモ止 メザル ニ至 レル コ トアリ.斯 ル實質 ノ

變化,就 中退行性變化 ノ程度 ハ,大 體ニ於テ

膽管竝 ニ間質 ニ於ケル變化 ノ程度 ニ比例 スル

モノ ト云 フヲ得 ベケレ ド,間 質等 ニ於ケル變

化ガ高度ナ ラザルニ,實 質 ニ於 ケル變化 ハ顯

著ニシテ.門 脉系統 ノ鬱血諸症状 ヲ發 シ衰弱

死 亡スルモノアリ.カ カルモノヲ特 ニ箆形二

口蟲寄生肝ノ變性型 ト名ヅケ,之 ニ對 シ,前

記 ノ如 キ間質結締織 ノ増殖高度 ナルモノヲ硬

變型 ト稱 セン トセ リ(桂 田).
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 膵臟 ノ排泄管内ニ箆形二 口蟲 ノ寄生 ヲ來 シ

タル場合 ニハ,本 臟器 ハ肝 ニ於 ケル ト大略類

似 ノ變化 ヲ呈 スルモノナ リ.

 上 ニ述 ベタル箆形二口蟲 ノ寄生 ニ原因スル

臟器ノ原發 性病理解剖的變化 ニ伴 ヒテ,種 々

ナル機能的障碍 ヲ起 スベキハ勿論 ニシテ,就

中,最 モ著 シキハ門脉系統ニ於ケル循環障碍

及 ビ其ノ結果ナ リ.即 チ,重 篤ナル箆形二口

蟲病患者 ニ於 テ殆 ド毎常見 ラルル腹水ハ其ノ

一症状ニ シテ,膽 汁輸出道 ハ箆形二 口蟲 ノ充

塞竝 ニ其ノ他内容物ノ鬱積等ニ ヨリテ高度 ニ

擴張 シ,殊 ニ肝内肝管枝別ハ箆形二口蟲 ニ ヨ

リテ充實擴張 セラ レ,之 ニ隣接スル門脉乃至

其ノ枝別 ヲ壓迫 シテ門脉 ノ血行 ヲ障碍 スルニ

因 リ起ルモノナ ラン ト云 フ(桂 田).又,本 病

患者ニ見ル脾腫 モ初 メハ鬱血性充血 ニ由來ス

ルモノナルガ,永 續 スルニ於 テハ脾髓組織 ノ

過成 ニヨル腫大 ヲ來 シ,胃 腸 ニハ慢性鬱血性

加答兒テ發 シテ下痢 ノ原因 ヲナシ,又,本 病

ニ屡 々見 ラルル黄疸 ハ膽汁輸出道及 ビ十二指

腸粘膜 ノ加答兒性腫脹或 ハ膽管内ニ於 ケル蟲

體 自己ノ機械的膽汁輸 出障碍 ニ基因スルモノ

ナル可 シト云 フ(山 極)2).

 上掲 セル所 ハ箆形二 口蟲 ノ寄生ニ因ル病理

解剖的變化竝ニ 夫 レニ ヨリテ起 ル臨牀的所見

ノ大要 ニシテ,膽 汁輸出道或ハ肝等ニ發スル

原發性變化 ノ病原的作用 トシテ該蟲 ノソレ等

ノ部 ニ及 ボス機械的作用ハ主要ナルモノナル

ベキガ,桂 田氏ハ該蟲 ノ新陳代謝産物モ亦原

發生變化 ニ關 シ,化 學的ニ何等 カノ作 用ヲ演

ズルモノニ非ズヤ ト考ヘタ リ.然 レドモ,戸

出3)ハ 本蟲體 ノ乳剤竝 ニ本病患者 ノ尿 ヲ濃縮

シ,其 ノ「アル コール・エキス」ヲ家兎ノ靜脉

内ニ反覆注射 シ,血 液像 ノ變化 ヲ指標 トシテ,

經 過 ヲ觀察 シタルニ,著 明ナル變化ナ キヲ以

テ箆形二 口蟲 ノ新陳代謝産物ハ比較的無害ナ

リト結論 セリ.其 ノ後,久 シク此方面 ノ研究

ハ發表 セラ レザ リシガ,数 年前,吉 本4)次 デ

吉 田5)ハ 家 兎 ヲ以テ本病 ノ實驗的研究 ヲ行 ヒ,

本 病 ニ罹 レル家 兎ニ於 テハ尿酸酸化機轉 ガ著

シク障碍 セラルルヲ生化學的ニ證 明 シ,更 ニ

Flury u. Leeb6)ノ 説 ヲ引用 シテ該機轉ノ障

碍 セラルル原因 ヲ箆形二口蟲 ノ新陳代謝産物

ニ歸 セ リ.

 却 説,本 病ニ因 リテイトレタル屍 ヲ剖檢 スル

ニ際 シ,發 見 セラルル箆形二 口蟲體 ハ時ニ,

萬 ヲ以 テ数 フル コ トア リ(桂 田),且,本 蟲 ハ

終結 宿主體 内ニ於 テ数年 ノ久 シキニ亙 リ生存

スル トノコ トナルガ(小 林)7),カ カル多数 ノ

蟲ガ長期,宿 主體内ニ於テ生活ヲ營爲 シ,從

ツテ其 ノ新陳代謝産物ハ宿主 ノ血 中ニ入 リテ

各臟器組織 ニ到達 シ,而 シテ永 クカカル状態

ノ持續 センカ,之 等 ニ或 ハ強ク,或 ハ輕 ク何

等 カノ影響 ヲ與 フル コ トア ラン トハ,蓋 シ,

何 人 モ想察 スル所ナルベ シ.實 ニ,本 病 ノ重

症 ナル場合 ニハ體蛋白新陳代謝 ノ著明ナル亢

進等 ヲ來 シ,タ メニ家兎ニ於 テハ濃厚ナル酸

性尿ヲ排泄 シ,尿 中ノ「アムモニアク」,「カル

シユーム」,燐(吉 本),硫 酸 鹽硫酸,「 エーテ

ル」硫酸(怡 土)8)等 ノ排泄量 ノ著明ナル増加

ヲ認 ムベ シ.一 般 ニ新陳 代謝産物 ノ大半ハ腎

臟 ニヨリ排泄 セラルルモノナルガ,箆 形二口

蟲 ハ腎臟 ニ寄生ハセザ レ ドモ,上 記 ノ理 由ニ

ヨリ此處 ニ何等 カノ病理解 剖的或 ハ機能的變

異ノ存在 ヲ想定 シテ然ルベシ.文 獻 ヲ按 ズル

ニ,由 來,本 病 ニ於 クル腎臟所見ハ比較的等
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閑視サ レタルモ ノノ如 ク,夫 等ニ關 シテ,特

ニ詳細ナル記載 ヲ求 ムルニ由ナ シ.余,乃 チ

其ノ病理組織學的方面 ヲ多少研索 シテ特異ナ

ル所見 ヲ得 タ レバ,以 下其 ノ詳細 ヲ記述 シ,

大 方諸賢 ノ御示教 ヲ仰ガ ン トスルモノナ リ.

實 驗 方 法

 本病流行地 トシテ著明ナル岡山縣兒島郡地方ノ

河川ニテ捕獲セル第二中間宿主「やなぎばへ」ヲ一

定期間,一 定池中ニテ生息セシメ,其 ノ體内ニ於

テ箆形二口蟲ノ幼蟲ガ充分ニ發育スルヲ待チテ,

同魚 ノ肉片ヲ鏡檢シ,成 育セル幼蟲ノ多数存在 セ

ルヲ確認セル後.雪 花菜ヲ以テ飼育セル健康ナル

成熟家兎ニ食セシメ,因 テ家兎ヲ肝臟「ヂストマ」

病ニ罹患セシメタリ.斯 クテ,一 般症状即 チ食慾

不振,體重減少 酸性尿次デ黄疽等ヲ發現シ,症 状

ノ重篤トナルヲ待チテ失血致死セシメテ剖檢シ,

或ハ遂ニ斃死セルモノハ可及的速ニ剖檢シ,其 ノ

肝 臟 ニ箆 形 二 口蟲 ノ寄 生 竝 ニ因 テ來 ル固有 ナル變

化 ヲ確認 シタ ルモ ノ ニ ツキ,腎 臟 ヲ剔 出 シテ,直

ニ10% Formalin水 ニテ固 定 シタル後,式 ノ如 ク

Alkohol竝 ニAetherニ テ硬 化,脱 水 シ,Zelloidin

ニテ包埋 シ,切 片 トナ シタ ルモ ノヲHamatoxylin-

Eosin重 複染 色 ヲ行 ヒテ鏡檢 シ,對 照 トシテ失 血

致 死 セ シメ タル正常 成 熟家兎 ヨ リ直 ニ 採取,固 定

セ ル腎臟 ト比較 セ リ.更 ニ,必 要 ニ應 ジテハ,凍

冷切 片ニSudan IIIニ ョ ル脂 肪 染色 ヲ行 ヒ,或 ハ

Van Gieson氏 法 ニ ヨル結 締織 染色 ヲ行 ヒテ 檢索

セ リ.

實 驗 成 績

 1) 臨 牀所 見

 先 ヅ箆形二 口蟲病 ニ感染 シタル家兎ニツ キ

余 ガ認 メタル一般症状 ノ概略ニ就 キテ述 ブル

所 アルベ シ.即 チ家兎ニ「やなぎばへ」ヲ生食

セシムルヤ,極 ク初期ハ外觀上殆 ド,平 常 ト

何等異 ナル所 無キヲ常 トシ,凡 ソ10日 前 後 ヨ

リ尿ハ漸ク酸 性ニ傾 キ,量 ハ減少 シ始 メ,感

染後2-3週 間前後ニ シテ體重 ニ著明ナル減

少 ヲ現 シ,食 慾不振,黄 疸等 ヲ來 シ,之 等 ハ

次第 ニ甚 シクナ リ,多 少ノ下痢 ヲ伴 フコトモ

アリ,多 クハ,感 染後20日 前 後ニテ斃死スル

ヲ常 トシ,カ カル急劇ナル經 過ヲ トリシ場合

ニハ,可 ナ リ著明ナル黄疸 ヲ死 ニ至 ルマデ呈

示 スル モノ多 キガ,又,時 トシテハ一時出現

セル黄疸 ハ消失 シ,斃 死スル頃 ニハ,外 觀上

殆 ド之 ヲ認 メ得 ザルモノアリ.或 ハ感染後,

上 記 ノ如 キ一般症状竝 ニ輕度 ナル黄疸 ヲ發 ス

ルモ,黄 疸ハ間モナク消失 シ,極 メテ緩漫ナ

ル經過ヲ トリ,40-50日 ノ後ニ至 リ漸 ク衰弱

ノ加 ハリテ途 ニ斃死 シ,或 ハ又,衰 弱 ノ加 ハ

ル コ トナク,全 ク治癒 セル如 キ外觀 ヲ呈 シ,

長 期 ニ亙 リテ生存 スルモ屠殺剖見 セバ,肝 臟

ニ腫大,硬 化竝ニ生存 セル箆形二 口蟲 ノ寄生

ヲ認 ムルモノアリ.

 2) 剖 檢所見竝 ニ腎臟 ノ組織學的所見

 本 實驗 ニ於ケル剖檢所見 ノ大要及 ビ腎臟 ノ

組織 學的所見ハ次 ノ如 シ.

 第1例(家 兎番號第6,感 染後13日 目斃死)

 剖檢所見ノ大要:眼 瞼結膜,腹 膜等多少黄染.
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腹腔内ニハ淡黄透明ノ液少量ヲ存シ,肝 臟腫大シ

表面ハ帯緑暗褐色ニシテ多少細顆粒状 ヲ呈シ硬度

稍々大,斷 面ハ黄褐色ニシテ壓スレパ血管ノ斷口

ヨリハ稍々多量ノ血液ヲ,膽 管ノ斷口ヨリハ粘液

樣物質ニ混ジテ,可 ナリ多数ノ箆形二口蟲ヲ排出

ス.膽 嚢ハ鷹大シ,内 ニハ稍々稀薄ナル膽汁ヲ充

盈ス.脾 臟稍々大.腎 臟 ノ大サハ尋常,被 膜ハ剥

離シ易ク,表 面ハ滑澤ニシテ淡褐色ヲ呈シ,割 面

ハ略ボ季滑ニシテ僅ニ溷濁シ,皮 髄兩質ノ境界ハ

略ボ分明ナリ.

 腎臟 ノ組織學的所見:切 片ノ染色バ一般ニ淡,

「ボーマン」氏嚢腔稍々大ナリ.細 尿管ニ於テハ細

胞核染色稍々不良ニシテ,且 不同ナルモ主要部及

ビ潤管上皮ニ特異ナル變化ナク,「ヘ ンレー」氏蹄

係及ビ集合管上皮ニ多少ノ腫眼アリ.血 管ハ一 般

ニ充盈シ,白 血球多シ.

 第2例(家 兎番號第9,感 染後14日 目失血致

死)

 剖檢所見ノ大要:前 例ト略ボ同樣ニシテ,肝

臟斷面ヨリ洩ラス血量少ク,壓 ニヨリ多 クノ蟲體

ヲ排出シ,腎 割面ハ稍々溷濁セリ.

 腎臟 ノ組織學的所見:絲 毬體ハ略ボ正常ニ近

ク,細 尿管主要部ノ上皮細胞ハ一般ニ稍々腫脹シ,

細胞内原形質ハ多少顆粒状ヲ呈シ,細 胞界明瞭ナ

リ.所 ニヨリ染色ハ多少不同ニシテ血管充盈シ,

中ニ白血球殊ニ「エオジン」嗜好性細胞多シ.

 第3例(家 兎番號第7,感 染後15日 目斃死)

 剖檢所見ノ大要:第1例 ト略ボ同樣 ニシテ肝

臟ニハ多数ノ箆形二口蟲 ヲ存シ,腎 臟ノ質僅ニ軟

ニシテ割面ハ稍々溷濁シ,脾 腫アリ.

 腎臟ノ組織學的所見:一 般ニ血管ノ充盈アリ,

特 ニ髄質ニ於テ強ク,絲 毬體ニハ多少ノ鬱血ヲ,

「ボーマン」氏嚢腔ニハ擴張 ヲ認メ,細 尿管主要部

上皮ハ腫脹シ,所 々細胞界 ノ明瞭ヲ缺クモノアリ,

或ハ上皮内原形質ハ顆粒状ヲ呈セルモノアリ,之

等 ノ部ニ於テ核ノ染色ハ少ク且不同ナリ.

 第4例(家 兎番號第8,感 染後15日 目失血致

死)

 剖檢所見ノ大要:第2例 ト略ボ同樣ニシテ,

多少ノ黄疽ヲ認メ,肝 臟ニハ蟲體多数ニ存シ,腎

臟ノ斷面ハ稍々溷濁シ,脾 腫著明ナラズ.

 腎臟 ノ組織學的所見:絲 毬體ニ著變ナク,細

尿管主要部其ノ他上皮ニハ腫脹著明ナラザルモ,

主要部,「 ヘンレー」氏蹄係及ビ潤管等ノ上皮細胞

ニハ所々顆粒状變性ノ痕跡アリ.

 第5例(家 兎番號第10,感 染後15日 目失血致

死)

 剖檢所見ノ大要:前 例等 ト略ボ同樣ナ リ.

 腎臟 ノ組織學的所見:絲 毬體ハ鬱血著 シカラ

ザルモ白血球稍々多ク,殊 ニ「エオジン」嗜好性細

胞ニ富ミ,主 要部上皮細胞ハ腫脹シ,所 々原形質

ノ顆粒状ヲ呈 スルモノアリ.一 般ニ核ハ良染シ,

細胞界明カニシテ,「ヘンレー」氏蹄係,潤 管上皮

等ニ著明ナル腫脹ヲ認メ難キモ,「ヘンレー」氏蹄

係ニ於テハ核染色ニ不同ナルモノアリ.

 第6例(家 兎番號第13,感 染後15日 目失血致

死)

 剖檢所見ノ大要:前 例ト略ボ同樣 ニシテ黄疽

ハ著明ナラズ.

 腎臟 ハ組織學的所見:絲 毬體ニ鬱血ヲ認メ,

一 般ニ血量多ク,主 要部上皮細胞ニハ腫脹ヲ認ム

ルモノアリ,或 ハ所々,細 顆粒状ヲ呈セルモノア

リ,核 變化著明ナラズ.

 第7例(家 兎番號第3,感 染後16日 目斃死)

 剖檢所見ノ大要:第5例 ト略ボ同樣ナリ.

 腎臟 ノ組織學的所見:所 々ノ主要部上皮細胞

ニハ腫脹ヲ認メ,細 尿管腔 ニハ圓柱 ノ存在セルモ

ノアリ.血 管内ニハ白血球殊ニ「エオジン」嗜好性

細胞多シ.

 第8例(家 兎番號第11,感 染後20日 目失血致
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死)

 剖 檢 所 見 ノ大要:第5例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎臓 ノ組織 學 的所 見:血 管 ハ一般 ニ稍 々充盈

シ,主 要 部上 皮細 胞 ノ腫脹 ハ著 明 ナ ラザ ル モ,所

ニ ヨ リテハ明 カ ニ認 メラ レ,又,細 胞 内 原形 質 ノ

顆粒樣 ニ變 性 セ ルモ ノア リ,或 ハ管 腔 内 ニ圓柱 ノ

存在 ス ルモ ノア リ.

 第9例(家 兎番 號 第15,感 染 後20日 目失 血致

死)

 剖 檢 所見 ノ大 要:第5例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎 臟 ノ組織 學的 所 見:大 體 ニ於 テ各 部 ニ輕 キ

鬱 血 ノ存在 ヲ肯 定 セ シメ,主 要 部 上皮 ハ所 腫々 脹

シ,上 皮 内 ニハ顆 粒 ヲ有 スル モ ノア リ,或 ハ核 ノ

染 色 ニ不同 ヲ呈 スルモ ノア リ.「 ヘ ンレ ー」氏蹄 係

ノ上皮 ニハ 黄 褐色 ニシテ 粗大 ナル膽 汁色 素 ヲ沈着

ス ル モ ノア リ,其 ノ細胞 體 ハ稍 々著 明 ニ膨 化 シ,

原 形 質 ハ顆 粒 状 ニ變 性 シ,主 トシテ潤 管 中 ニハ膽

汁 色 素 ノ圓柱 ヲ存 ス.

 第10例(家 兎番 號 第18,感 染後21日 目斃 死)

 剖 檢所 見 ノ大要:前 例 等 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎臟 ノ組 織 學 的所 見:絲 毬 體竝 ニ一般 血管 内

ニ血 量多 ク,略 ボ正常 ナル像 ヲ呈 セル上 皮細 胞 群

中 ニ原形 質 ノ顆 粒 状變 性著 明 ナ ル上 皮 ヲ混 在 シ,

主 要 部 上皮 細 胞 ノ多 クノモ ノニハ,種 々ナ ル大 サ

ヲ有 シ,Eosinニ 紅 染 シ,Van Gieson氏 法 ニ ヨ リ

テ橙 黄 色 ニ染 マ リ,Sudan IIIニ テ ハ染 マラザ ル

顆 粒 ノ多 数 ヲ存 シ,細 胞 界 ハ略 ボ明 瞭 ニ シテ,核

ニハ染 色 不同 ア リ.「 ヘ ン レー」氏蹄 係 及 ビ潤管 以

下 ニ於 ケ ル上 皮 内 ニハ顆 粒殆 ドナ ク,主 トシテ「ヘ

ン レー」氏 蹄係 上皮 ニ ハ膽 汁 色素 ヲ存 ス.

 第11例(家 兎 番 號第16,感 染 後25日 目夫 血

致 死)

 剖 檢 所 見 ノ大 要:第5例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎 臟 ノ組 織學 的所 見:一 般血 管 内竝 ニ絲 毬 體

二 輕度 ノ鬱血 ヲ詔 メ,細 尿 管 主要 部 上皮 ハ微 ニ腫

脹 シ,原 形 質 ノ顆粒 状 變性 ハ比較 的 著 明 ニ シテ,

前 例同樣Van Gieson氏 法 ニ ヨ リテ 橙 黄色 ニ染 マ

リ,Sudan IIIニ 染 マ ラズ.「 ヘ ンレー」氏蹄 係上

皮 ニモ多少 ノ顆粒 状變 性 ヲ存 シ,且 膽 汁 色素 ノ沈

着 ア リ.

 第12例(家 兎番 號 第12,感 染 後40日 目失血

致 死)

 剤 檢 所見 ノ大 要:第5例 等 ト略 ボ同樣 ナ レ ド

モ,肝 臟 ノ腫 大 ハ特 ニ著明 ニ シテ,質 硬 ク,腹 腔

粘 膜 ニ黄染 ヲ認 メズ,腎 臟 ノ割面 ハ略 ボ平 滑 ナ レ

ドモ稍 々溷 濁 セ リ.

 腎臟 ノ組 織 學的 所 見:本 例 ニ於 テ絲 毬 體 及 ビ

其 ノ他 ノ鬱 血 ハ著 明 ナ ラザ レ ドモ,主 要部 上皮細

胞 ノ腫脹 ハ僅 ニ存 シ,原 形 質 ノ顆 粒 状變 性 ハ著 明

且廣 汎 ニ シテ殆 ド全 主要 部 ノ上 皮 ニ發 現 シ,大 小

種 々 ナ ル顆 粒 ハ各細 胞 内 ニ充滿 シ,之 ガ爲 メ ニ,

細 胞 界竝 ニ管腔 ハ 全 ク不明 トナ リ,或 ハ顆 粒 ヲ管

腔 内 ニ溢 出 セル モ ノア リ.斯 ク變 化 セ ル細 胞 ノ核

ハ,一 般 ニ濃染 シ,染 色 不同 ニ シテ,時 ニ萎 縮 ニ

陷 レル モ ノア リ ト雖 モ,核 ニ於 ケル變 化 ハ比 較的

少 シ.「 ヘ ン レー」氏蹄 係及 ビ潤管部 ノ上 皮細 胞 ニ

モ 亦顆粒 状 變 性 ヲ呈 セ ルモノ ア リ.絲 毬 體 ニ於 ケ

ル白血 球 数殊 ニ「エ オ ジ ン」嗜好 性細 胞 数ハ稍 々多

シ.

 第13例(家 兎番 號 第19,感 染後40日 目失 血

致 死)

 剖檢 所 見 ノ大 要:前 例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎臟 ノ組 織學 的所 見:一 般 ニ輕度 ノ鬱 血 ア リ.

細 尿 管 主要 部上皮 ニ於 ケ ル顆 粒 状變 性 ハ前 例 ヨ リ

モ 更 ニ著明 ニ シテ,細 尿 管腔 ニ顆 粒 ノ溢 出 セル モ

ノア リ.上 皮 ニ於 ケル腫脹 ハ概 シテ高 度 ナ ラザ ル

モ,上 記顆 粒状 變 性 ノ著 明 ナル所 ニ於 テ ハ上 皮細

胞 ノ腫 眼膨 化ハ 明 カニ シテ管腔 ノ閉 塞,細 胞 核 ノ

萎 縮,濃 染 或 ハ消 矢 ヲ認 メ,「 ヘ ンレ ー」氏 蹄係 以

下 ニモ同樣 ナル輕 度 ノ變 化 ア リ.
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 第14例(家 兎 番號 第17,感 染 後45日 目失 血

致 死)

 剖檢 所 見 ノ大要:前 例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎臟 ノ組織 學的 所 見:絲 毬 體 ニハ輕 度 ノ鬱 血

ヲ認 メ,主 要部 上皮 ハ稍 々腫 脹 シ,顆 粒状 變 性 ア

ル モ高 度 ナ ラズ.「 ヘ ンレー」氏蹄 係 ノ上皮 ニハ膽

汁 色素 ノ沈着 ア リ.

 第15例(家 兎番 號第14,感 染後45日 目失 血

致 死)

 剖檢 所 見 ノ大 要:前 例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎 臟 ノ組 織學 的所 見:前 例 ト略 ボ同樣 ニ シテ

主 要部 上皮 細胞 ニ輕 度 ノ顆 粒 状變 性 ヲ認 メ,細 尿

管 腔 ニハ所 々 ニ圓 柱 ヲ存 ス

 第16例(家 兎番號 第20,感 染後45日 目斃 死)

 剖 檢所 見 ノ大 要:前 例 ト略 ボ同樣 ナ リ.

 腎臟 ノ組織 學的 所見:輕 度 ノ鬱 血ア リ,「ボ ー

マ ン」 氏嚢腔 ハ稍 々擴大 シ,上 皮細 胞 ニ於 ケル原

形質 ノ顆 粒状 變性 ハ第12例 或 ハ第13例 ニ見 タル

ト同樣 ナ ル程度 ニ存 シ,該 顆粒 ノVan Gieson氏

染色法,Sudan III等 ニ對 ス ル態 度 又同樣 ナ リ.

細尿 管腔 ニハ多少 ノ圓 柱 ヲ存 ス.

 第17例(家 兎番 號 第21,感 染 後175日 目失血

致 死,其 ノ間6囘 ニ亙 リテ感 染 セ シメ,一 時輕 度

ノ黄疸 ヲ呈 セル モ,其 ノ後 ハ全 ク消 失 シ,屠 殺當

時 ニ於 ケ ル一 般 状 態 ハ佳良 ニ シテ只 輕度 ノ食慾 減

退 ヲ存 セ リ).

 剖 檢 所 見 ノ大要:眼 結膜,腹 膜 等 ニ黄 染 ナ ク,

肝臟 ハ著 シク腫 大 シテ硬 ク,其 ノ表 面 ハ平 滑 ヲ缺

キテ帯 褐灰 色 ヲ呈 シ,斷 面 ニハ多 数 ノ蟲 體 ヲ認 メ,

間質 結 締 織 ノ増殖 各葉 ニ亙 リテ高 度 ナ リ.膽 嚢 ハ

腫 大 シテ 水腫 状 ヲ呈 シ,脾 臟 ハ著 シク腫 大 シ,腎

臟 モ稍 々 大 ニ シテ被 膜 ハ剥離 シ易 ク,割 面 ニ於 ケ

ル皮髄 兩質 ノ境 界ハ分 明 ナル モ,皮 質稍 々溷 濁 シ,

「ル ーベ 」ニ據 ル モ血管 充 盈ハ著 明 ニ認 メ ラ レ,絲

毬 體 亦同樣 ナ リ.腹 腔 内 ニ淡 黄 透 明 ノ液 質 少許 ヲ

存 ス.

 腎 臟 ノ組織 學 的所 見:一 般 ニ血管 ノ擴 張 及 ビ

充盈 ハ著 明 ニシテ,絲 毬 體 ニモ可 ナ リ高度 ノ鬱 血

ア リ.細 尿 管主 要部 ノ上皮 ハ所 々腫 脹 シ,其 ノ細

胞原 形 質 ハ顆 粒 状變 性 ヲ呈 シ,桿 状構 造 ノ全 ク消

失 セ ルモ ノア リ.同 所 ニ於 ケル核 ノ變 化 バ一 般 ニ

僅 少 ニ シテ,時 ニ染 色 不同 ヲ現 スモ ノ アル ニ過 ギ

ズ.カ カル上皮 細胞 ノ變 化 ハ「ヘ ンレー」氏蹄 係 以

下 ニ於 テ ハ著 明 ナ ラズ.所 々 ノ細 胞 管腔 ニ圓 柱 又

ハ脱 落 セ ル上皮 細胞 ヲ納 ルル モ ノア リ.上 記 主 要

部 上 皮細胞 内 ノ顆 粒 ヲVan Gieson氏 法 ニ據 リテ

檢 スレ バ橙 黄 色 乃至淡 紅 色 ニ染 マ レル ヲ認 ム.

總括竝ニ考案

 以上余 ノ實驗例 ヲ通覧 スルニ,剖 檢的ニハ

肝臟其ノ他 ニ於テ箆形二口蟲病特有 ノ變化 ヲ

示 セルガ,腎 臟 ニハ一般 ニ光澤 ヲ失 ヒ溷濁セ

ル割面 ヲ認 メ,其 ノ他 ニハ特異ナル變化 ヲ存

セズ.サ レド,腎 臟 ノ病理組織 學的檢索 ニ於

テハ,細 尿管特 ニ主要部 ニ於ケル上皮細胞ノ

腫脹竝 ニ上皮細胞内原形質 ノ顆粒状變性 ヲ認

メ,カ カル變化 ハ時 トシテ個 々ノ細胞ニ來ル

コ トアリ,或 ハ廣 ク上皮列 ニ來 ルコ トアリ.

實驗例中,急 激 ナル經過 ヲ トレルモノーアリ

テハ細尿管上皮 ノ腫脹 ヲ主 トシ,顆 粒状變性

ハ僅微 ナルモ,稍 々遷延 セル經過 ヲ トリテ比

較的長期生存 シタルモノニ於テハ,上 皮 ノ腫

脹 ガ概 シテ高度ナ ラザルニ反 シ,顆 粒状變性

ハ著明ナ リ.而 シテ,變 性上皮細胞ノ核バ一

部染色不同 トナ リ,稀 ニ核萎縮或ハ核崩壊等
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ヲ認 メタルモ,原 形質ノ變化 ニ比 スレバ,概

ネ甚 グ輕度ナ リ.

 要 之,剖 檢時肉眼的 ニ認 メタル腎割面 ノ溷

濁及 ビ前記主要部上皮細胞 ノ腫脹竝ニ顆粒状

溷濁ハ云 フ迄 モナク,腎 ノ實質性變性 ニ屬 ス

ル變化 ナ リ.而 シテ腎上皮中ノ顆粒ハVan

Gieson氏 染色法ニ ヨリテ僅ニ着染 シ,Sudan

IIIニ ヨリテ着染 セラレズ.

 「ヘ ンレー」氏蹄係,潤 管部,間 挿部等 ノ上

皮細胞 ニハ變化 ハ少ク,集 合 管ニハ殆 ド異變

ヲ認 メザ レドモ,夫 等ノ管腔内ニハ時 ニ圓柱
,

絮状物又 ハ脱落上皮 ヲ存在 シ,膽 汁色素沈着

ハ主 トシテ「ヘ ンレー」氏蹄係上皮ニ存 シ,潤

管中ニハ膽汁色素圓柱 ヲ認 メタルモノアリ.

 上掲 セル外,一 般 ニ鬱血 ヲ存 シ,乃 チ絲毬

體 或ハ自餘 ノ部 ノ血管 ニ於 ケル充盈竝 ニ 「ボ

ーマ ン」氏嚢腔 ノ擴 大等 ナルガ,第17例 ヲ除

キ,何 レモ高度ナ ラズ.又,絲 毬體竝ニ間質

ニ於 テ白血球殊 ニ「エオジン」嗜好性白血球 ノ

出現稍 々著明ナ リ.

 以上,余 ハ箆形二 口蟲病家兎腎臟 ノ病理組

織學的檢索 ニヨリテ腎皮質 ノ變化 ヲ證 シ得タ

リ.即 チ其 ノ主 ナル變化ハ細尿管上皮細胞ニ

於 ケル腫脹竝ニ顆粒状變性ナルガ,飜 ツテ,

腎臟細尿管上皮ニ於ケル如上ノ變 化ハ又,一

般 ニ死後ニ起 ル變化(L.Aschoff9))ト 殆 ド等

シキ性状 ヲ呈 シ,又,生 前 ノ變化 トシテ在 リ

タルモノガ死後ニ於テ増張セラルル コ トアリ

(鈴 木10)).サ レ ド,本 實驗 ニ於テ試獸 ノ斃死

後 ニ腎臟 ヲ採取スルノ止 ムナキニ至 リ,從 ツ

テ死後變化 ト混同 セラルル恐 アルモノハ總 テ

之 ヲ廢棄 シタ リ.唯,小 数 ノ斃死例(第1, 3,

7, 10, 16例)ニ 於 テハ,死 後變化 ノ加ハ リテ

生前 ニ於 ケル變化 ノ多少増強 セラレタル ヲ否

定 シ得ザ ルガ,多 数 ノ失血致死例 ニ於 テハ著

明ニ略 ボ同樣 ナル變化 ヲ現 シ,生 前 ニ於ケル

變化 トシテ疑 フ餘地ナキモノナ リ.

 次 ニ上記 セル變化 ノ成因 ヲ按 ズルニ先 ダチ

テ,箆 形二 口蟲病ニ近似 セル肝疾患 ニ於 テ其

ノ腎臟所見ニツキ觀察セル文獻 ヲ求 ムルニ,

一定 ノ食餌 ヲ以 テ家 兎ヲ飼育 シ,因 ッテ惹起

セシメタル實驗 的 肝 硬變 ノ研 究ハ頗 ル多ク

(Ignatowski11), Steinbiss12),松 原13)等),

斯 ル場合何 レモ同時 ニ腎臟 ニ種 々ナル變性ヲ

認 メ,「 レンネツク」氏肝硬變 ニ於 テ腎ノ多数

ハ細動脉硬變性變化,或 ハ動脉硬化性瘢痕腎

ヲ呈 シ(鈴 木14)),夫 等 ノ成因ハ主 トシテ肝硬

變 ニ於ケル消化管内異常物質ノ産生竝ニ吸收

及 ビ肝臟機能不全 ニ歸 ス可 ク,更 ニ家兎 ニ肝

臟切除 ヲ行 ヒ肝臟機能廢絶 ヲ企 圖 シタル實驗

ニ於テ,腎 臟細 尿管上皮細胞ノ溷濁腫脹ハ著

明ニ出現 シ,細 尿管腔ニハ屡 々,稍 子樣 圓〓

ノ存在 スルヲ認 メタ リ(鈴 木10)).他 面,該 實

驗動物 ノ血液中ニハ「ア ンモニアク」ノ増量 セ

ルニヨリ,上 記 ノ腎臟變化ハ肝機能不全,就

中,清 化管内 ヨリ吸收 セラルル異常物質 ニ對

スル肝 ノ解毒作 用不全ニ基 クモノナ ラン ト推

シタ リ.即 チ,之 等先人ノ實驗竝ニ考察ニヨ

レバ,肝 臟疾患 ニ於テ腎臟 ハ該病機 ニ對 シ全

ク無關係 ニ立 ツ能 ハザルモノ ト想定 セザルヲ

得 ズ.而 シテ,箆 形二 口蟲病ニ於 ケル肝臟 ノ

變 化ハ既記 ノ如ク病理組織 學的ニ高度且廣汎

ニシテ,間 質竝ニ實質 ニ著明ナル變性 ヲ來 シ,

更 ニ肝臟機能 ノ障碍 モ亦其ノ一部ハ既 ニ證明

セラ レタル所ナ リ.

 更 ニ上記腎臟變化 ノ成因ニ關 シ考察 セラル
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ベ キハ,本 病 ニ來ル黄疸竝ニ鬱 血ナルガ,前

者 ニ因 ル膽汁色素 ノ腎臟沈着 ハ輕度 ニシテ且

必發ナ ラズ,後 者モ亦,本 實驗 ニ於テ1例 ヲ

除 ケバ他ハ何 レモ輕度ナルカ或ハ缺除 シ,且

腎臟 ノ解剖的位置 ハ本病 ニ特異 ナル門脉系統

ノ循環障碍 トハ直接 ノ關係 ヲ有 セザルモノナ

リ.

 茲於,箆 形二 口蟲病家兎ニ於ケル腎變化 ノ

成因ハ最早明白 ニシテ,乃 チ,長 時 日ニ亙 ル

蟲體新陳代謝産物 ノ化學的影響ハ共 ノ一因 ト

シテ認 メラルベキモノナルベク,又,尿 竝 ニ

血液成分 ノ變化,之 ヲ本質的ニ云ヘバ鈴木10)

ノ所 謂肝機能不全ハ更 ニ他 ノ一因 ヲナスモ ノ

ト云 ヒ得 ベ シ.

結 論

實驗的箆形二口蟲病家兎ノ腎臟細尿管,就

中,主 要部ノ上皮細胞ニハ本病ノ末期ニ於テ

病理組織學的ニ溷濁腫脹ヲ認ム.急 性ニ シテ

經過短キモノニ於テハ,上 皮細胞ノ腫脹著明

ナリ.經 過緩漫ニシテ比較的長時日生存セル

モノニ於テハ,上 皮細胞原形質ノ顆粒状變性

著シク,且實驗例ノ約24%ニ 於テ腎臟ノ黄疸

性變化ヲ認メタリ.

 之等ノ變化ハ箆形二口蟲新陳代謝産物ノ影

響竝ニ肝臟機能不全ニ因ル異常物質 ノ成生等

ニ基 クモノ ト思惟 セラル.

 寄 生蟲和名統一委員會ノ決定ニヨリ,本 論文中

箆形二口蟲 トアルヲ肝臟「ヂストマ」ニ,箆 形二口

蟲病トアルヲ肝臟「ヂストマ」病ニ訂正ス.

  擱筆スルニ當 リテ御懇篤ナル校閲ト示教ヲ賜

 ハ リタル病理學教室濱崎助教授竝ニ菊澤學兄ニ

 深甚ナル謝意ヲ表ス.
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